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芭蕉布の染色に関する研究
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ス繊維で，外・中 ・内皮の繊維に分けられている。外皮
繊維は太く，聞いため座ぶとん地.襖地などのきめの組
芭;僚布は13-14世紀頃から糸芭蕉の繊維で丹念に織り い芭主義布の原料として用いられるが，中 ・内皮繊維は細
tげられた沖縄の伝統織物として高く評価され，:ijff球王 い糸が得られるため帯地あるいは着尺地など上質の芭蕉
府頃には貢納布とされていた。芭蕉布は通気性がよく， 布の原料に向けられている;~5)
軽く，亜熱信地方に適した涼しい夏用の日常的な被服の 本研究ではまず沖縄産車輪梅の色素による芭蕉繊維の
材料として長い間沖縄の人々に賞用されてきたが，現伝 染色性について検討するとともに深みのある特有の色を
では希少価値が優先した高級な趣味の織物として評価さ 与える巨焦繊維の微細梅造についても合わせ検討した。
れている1」
芭蕉布は沖縄本島北部の大宜味村喜如嘉をはじめ竹宮
材 料
烏，小浜島， 与耳~IKIぬなどで生産されている。 繊維材料としては沖縄本烏大宜味村必如泌で栽培され
無地芭蕉布は一般に9'Jtt用服地に，また縞柄~，，~，布は た芭蕉布周の包王者糸を使用した。
主に婦人服地に用いられていたが，緋柄(緋柄と縞柄を 染料組物としては沖縄産車輪梅(テカチともよばれて
組み合わせたものも合む)芭焦布は身分の高い人々の服 いる)および琉球藍などの2種を使用した。
地に定められていた。現.{-E，柄の種類は80積頬あるとい 1.車鎗梅 (Raphiolepisumbellata， Makino) 
われているω。 は沖縄諸島，奄美諸島に分布するイバラ科の常事利低木で，
内皮の上質の先染め(緋柄あるいは縞柄など)芭終布 占くから紬や漁網の染料として知られている。樹皮およ
では琉球藍や車輪梅などの色素が用いられ，芭蕪特有の び幹のm{汁液には多血のカテコールタンニン系色紫と少
淡い褐色地に映えるぷ本卜な味わいをもっ紺色系と茶褐色 量の褐色系色素が含まれている。車輪悔の煎汁液は芭焦
系の染色が行われている。また無地に織上げた芭蕉布は 布のほか大島紬，久米島紬，琉球緋などの茶色~焦茶褐
着尺用あるいは築地用として紅型などの模様染めが行わ 色染めおよび泥染めの下染めとして使用されている。
れている。 2.琉球藍 (StrobilanthesCusia O. Kuntze)は
w.球藍は染法が中国から伝わったため唐藍ともよばれ インドを原産地とするキツネゴマ科の常緑倍で.沖縄，
るキツネノマゴ科の常緑市で，沖縄.台湾などのl段地に 台湾などの暖地に自生しているが，今日では沖縄本島北
口生している。琉球肢はこの薬と茎を水に浸して発酵さ 部(本部，伊豆昧，今帰仁など)で栽培されている。泥
せたのち，監草の残湾を除去し液中に石灰乳を加えその 藍は琉球際の'1:j定と茎を水に浸して発勝，熟成させたの
上澄液を棄て，底に泥状に沈でんした青藍(泥藍ともよ ち，適岱の石灰乳を加えてよく撹枠し， t澄液を除去し
ばれる)と藍瓶に入れて染色に用いられている。琉球監 て泥状にtでんさせた藍染用製品の一つで，蓉藍に比べ
は暗総色で，琉球餅，隊摩緋，宮古上布などの染色にも ると，色調に含みがなく冷たい感じを与え，淡色では紅
2-5.9) 
用いられている。 味が強<.濃色では暗青色を呈する特徴がある。
車輪梅はパラ科の常緑瀦ノドで，九州，沖縄の海辺に臼 媒染剤としては場化カルシウム，趨化アルミニウム，
生している。車輪悔の樹皮の色素は暗褐色で，六五五紬， 酢酸銅および酢駿クロムなどの4imの金!瓜塩を使用した。
9) 久米縞紬，琉球緋などの染色に用いられている。
芭然繊維はパショウ科の多年生糸芭蕉から採るセルロー
、 ，
?
??， 、
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実験方法
1.走査電子顕微鏡による織物ならびに繊維の観察
日本電子製 JEM100B-ASID型走査電子顕微鏡を用
い，オスミウム酸で固定処理した芭蕉布ならびに芭蕉繊
維を銀接着剤により支持台に固定し.Au-sputter coat-
mgを行ったのち，加速電圧10KV.70-100μAで試料
の表面および断面を観察した。
I.車輪悔煎;十液の調製
還流冷却器を付けた三つ口フラスコ抽出装置を用い，
細かく粉砕した車輪梅を3g/P濃度の炭酸カリウム液に
よって熱抽出(車輪梅50g/E. 90:t 20C. 120分間)し，
ガラスフィルターによって浮遊物を除去して煎汁液を調
製した。
E クロロホルムによる車輪侮色素の他出法
上記と同様，還流冷却器を付けた三つ口フラスコ抽出
装置を用い，細かく粉砕した車輪絡をクロロホルムによっ
て抽出(車輪梅25g/E. 60:t 20C. 120分間)し， ガラ
スフィルターによって浮遊物を除去して色素抽出液を謁
製した。
IV.琉球藍および合成インジゴ色素による染液の調製
本実験に使用した染液はいずれも還元剤としてハイド
ロサルファイトを用いる化学建法によって調製した。
まず琉球藍および合成インジゴ色素をロート油で練り，
約600Cの水400m2を加えて撹排したのち，水酸化ナトリ
ウムを加え，完全に溶解する(務時藍はガラスフィルター
で吸引議過する)。溶解した色素液に約600Cの水を加え，
全体を 1Eとしたのち. 55-60oCに保ち，ハイドロサル
ファイトを加えて10-20分間捜枠し，還元された液を自
然冷却して染液とした。
V.芭蕉糸の精練方法
芭蕪糸lま苧炊きとよばれる木灰の灰汁練りによって不
純物が除去された原皮の硬い繊維であるため通常総状で
煮線、(ニーガシー)とよばれる灰汁による精練がくり返
し行われる。本実験では灰汁の代りに炭酸カリウムを用
い.Taiyo Incubator M-300型(振壷回数100:t2回
/分)により，下記に示す条件で精練を行った。
<精練条件>
浴 比 :1 : 50 (対芭蕉糸)
炭酸カリウム:5 g/ E 
精練温度 :80:t20C
精練時間:120分間
なお本実験では上記方法で精練した芭蕉糸(練減率
11. 3%)を使用した(写真・ 1)。
羽.染色ならびに脱矯方法
( 2 ) 
写真・ 1.炭酸カリウムで精練した芭蕉糸(沖縄本島喜
如嘉産)の表面状態(走査電子顕微鏡)
染色ならびに脱着はTaiyoIncubator M-300型 (振
盗回数100:t2固/分)を用い，下記に示す条件で行った。
<車輪梅の染色条件>
浴 比 1: 50 (対芭蕉糸〉
染色温度:95土 20C
染色時間・ 120分間
なお車輪梅煎汁液は酢酸 (またはClark-Lubs緩衝液)
を用いてpH4 (またはpH3 -8)に調整した。また
反復染色においては常に新しい煎汁液を使用した。
<琉球叢の染色条件>
浴 比 :1 : 50 (対芭蕉糸)
染色温度:30:t 20C 
染色時間 :10分間
<色素の脱着条件>
蒸留水:1 : 50(対芭蕉糸)
脱着温度:85土 20C
脱着時間 120分間
VD.染着量ならびに脱着量の測定
島津2波長自記分光光度計UV-3000型を用い，色素
溶液の紫外部ならびに可視部吸収スペク 卜ルの極大吸収
波長とその波長における検量線を求め，残液比色法によ
り染色前・後および脱着後の吸光度を測定し ]事.輪梅で
は五倍子タンニン酸換算値で，また疏球藍では合成イン
ジゴ色素換算値でそれぞれ次式より繊維19あたりの色
素の染着量および脱着量を求めた。
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染着盈 (mg/g繊維)=C(D-D，)/DW
脱着量 (mg/g繊維)=CD，/DW
D 染色前の染液の吸光度
D，・染色後の染液の吸光度
D. 脱着後の液の吸光度
C 染浴中のタンニンまたはインジゴ色業盗
(mg) 
W 試料の重量(g)
咽金属塩による嫁染方法
Taiyo Incubator M-3000型を用い，車輪梅の煎汁
液で染色した芭縦糸を下記の条件で後媒染した。
<媒染条件>
浴 比:1 : 50(対芭蕉糸)
金属塩濃度 1-40g/1! 
媒染温度:70:t 20C 
媒染時間:30分間
IX.銅の定量
目立AtomicAbsorption Spectrophotometer 508 
型を用い，アセチレンのフレームで3232λにおける検体
の原子吸光度を測定し，あらかじめ酢酸銅溶液で作成し
た検量線により繊維19あたりの銅イオン吸着毘 Cmg)
を求めた。なお検体としては車輪梅煎汁液で染色したの
ち，酢酸銅媒染した芭m糸を7 ッフル炉 (6000C， 4時
間)を用いて十分に灰化し， 1 1希釈塩酸液で溶解し
たものを用いた。
実験結果とその考察
1 .芭蕉布の染色加工法とその性状について
芭蕉布の原料となる糸芭蕪は沖縄に閤有すな植物で，
古く から全岐に4豊富に自生していたが，現在では，沖縄
本島の北部の喜如鶏が中心になって良質の繊維が得られ
る糸芭蕉は2年がかりで栽倍されている。 1:本の糸芭蕉
から約2∞gの総維が採れるが，糸を厳選するため i反
分の糸をつくるのに約60本の糸芭蕉が必要とされる。
糸芭蕉の茎の皮が繊維の索材となるが，外皮，中皮，
内皮など茎の部位によって繊維の品質に大きな差災が認
められ，特に内皮の上質な繊維が着尺地の用途に向けら
れている。
芭蕉糸l立木灰の灰汁で煮て不純物を除去した皮を細か
く裂き筏結びでつないでつくられる。柔らかい糸はよこ
糸周に，またやや硬い糸はたて糸用に周いられる。たて
糸l;t糸車でよりがかけられる。
緋周の糸は木灰の灰汁で卜分に精練したのち，水洗し
乾燥する。芭蕉糸の餅括りは手結いの技法で行うのが特
徴とされている。芭蕉布は一般に先染めで，車輪織と琉
( 3 ) 
球藍の2種の植物染料が用いられている。
高桟を用いて織り上げられた布は木灰の灰汁で再び精
練したのち，ユナジ(米を水挽きして白苧を混ぜて発酵
させた沖縄特有のもの)に浸せきして漂白する。
このように芭蕉布は糸芭蕉から繊維を採る工程ではじ
まり完成するまでに多くの工程を経ている。上記の工程
'PA.116 
や技法は沖縄の芭蕉布を代表する山原芭蕉布の伝統を生
かした浸如溺芭焦布を例に示したが，竹宮島，小浜島，
与那国島，西表島，沖縄本島今帰仁など産地によって多
少臭っている。
喜如嘉芭煉布は琉球緋柄の基本になっている80数種の
パターンがとり入れられ，現在でも手結緋の伝統技法が
守られている。極細の糸を用いた着尺地用の上質の喜知
嘉芭焦布(写兵 ・のでは滑らかな表面状態を示し，細
く， しかもかなり均一な糸で平組織に織り上げられた布
の表面構造や単繊維の表面には芭蕉繊維特街の波形の構
造が観察される。
;;.ニ泊、.10iJm 
写真・ 2 沖縄本島喜如嘉芭蕉布の表面状態
(走査電子顕微鏡)
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竹宮島の芭蕉布は変化にfiんだ餅模様の喜如お芭蕉布
と~なり，たてに縞柄と筋餅を各 2-3条配した柄に統
さーれている。縞柄は茶系統で車輪梅あるいは紅露(クー
ル)による染色が行われ，また緋柄は紺系統で琉球藍に
よる染色が行われている。竹宮芭蕉布の製造工程は喜如
鶏芭蕉布と大差ないが，仕上げの漂白ではユナジに代り
独特な海晒しの技法が継がれている。海晒しは織り上げ
られた芭蕉布を石灰と海水を入れた釜中で約30分間煮た
のち，一夜間浜辺で海水中に附しておく方法や，炎天下
で半日間海水中に晒しておく方法が行われ，漂白効果の
ほか布の柔軟化にも有効とされている。極細の糸を用い
た着尺地周の竹富芭蕉布(写真・ 3)では喜如xa芭焦布
と同様に，細く， しかもかなり均一な糸で滑らかな平組
織に織り上げられた布の表面状態が観察されるが， 一般
に繊維の分織状態が多少わるく，繊維表面には不均一な
付着物なども認められる。
写真・3 竹'MC芭熊布の表面状態
(走資m子顕微鏡)
( 4 ) 
小浜島の芭頒布は紺無地，白地のほか竹寓芭蕉布に似
た縞柄と筋緋柄に織り上げられている。縞柄は茶系統で
紅露による染色が行われ，また緋柄は紺系統で本藍(小
浜島産のインドfi)による染色が行われている。小浜芭
蕉布の製造工程は竹宮芭蕉布と同様，書如嘉芭焦布と大
差ないが仕上げ工程では染色堅ろう度を高める独特な色
止めの技法が引継がれている。染色した芭蕉布の色止め
には糸芭蕉から採れる粘液が用いられ，色止め効果のほ
か独特な光沢を付与するのに有効とされている。小浜芭
蕉布は農年祭に欠かせない織物で，主に自家用として織
り上げられるものが多いが，上質の着尺地用の小浜芭蕉
布(写真・ 4)では喜如嘉芭蕉布と同様，細く，しかも
かなり均一な糸で滑らかな平組織に織り上げられた布の
表面状態や，すぐれた分織状態を示す糸の構造や，芭蕉
繊維特有のミクロな表面締造などが観察される。
また与那国島の包蕉布はよこ糸に芭蕉糸，たて糸に綿
写真・ 4 小浜島芭蕉布の表面状態
(定査電子顕微鏡)
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糸を用いた交織織物で，総島特有の紫朴な味わいのある
白無地または縞柄(たて糸の綿糸を各種植物染料で染色
したたて縞柄)に織り上げられている。日常着用の与那
国芭蕉布(写真 ・5)では他の芭蕉布と異なり，多少む
らのある不規則な布の表面状態や，たて糸の綿繊維表面
には部分的にミクロな毛羽立ちなども観察される。
写真・6 g如嘉手存地問芭~"ィpの表面状態
(走査電チ顕微鋭)
写真 ・8. 9のように，繊維表面では繊維納方向に配向
した比較的薄い繊維細胞墜のフィプリル層構造が，また
繊維断面では綿，麻とは異なる多数の大きな空洞(ルー
メン)をもっ多孔状の維管束すなわち中空繊維櫛造が認
写真 ・5 与那国島芭蕉布の表面状態 められる。
(走査電子顕微鏡) 繊維紬方向に空洞をもっレーヨン.アク リル，ナイロ
ンおよびポリエステルなどの中空繊維は一般に保泡性が
また中細および極太の糸を用いた帯地用，のれん地用 よく，軽くて腰が強く，染色すると深みのある色を与え
および座ぶとん地用の芭焦布 (写真 ・6.7)では糸の るなどの特徴が示されているが，多孔状の維管京全体を
太さに.，Ifしくむらのある不規則な布の表面状態が観察さ 繊維として利用するを蕉繊維では繊維内の多量の空気層
れ，また糸の分繊状態がわるく，繊維表面にも多くの付 が外気熱の遮断に街効に働くものと考えられる。芭焦布
着物などが認められる。 は夏用の涼しい被服材料と して占くから賞用されてきた
糸芭蕉の繊維で布を織るという文化は世界的にも例が が，芭蕉繊維特釘の中空繊維情造はこの涼しさと関巡す
なく，沖縄特有のものであり，亜熱帯地方の涼しい被服 るものと考えられる。
の材料として高く評価される。 車輪梅，琉球舷などの植物染料による芭蕉布の染色に
芭蕉繊維の微細僑造を走住電子顕微鏡下で観察すると， おいては一般に著しく多くのくり返し工程が必要とされ
( 5 ) 
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写真・7 菩如嘉座ぶとん用芭蕉布の表面状態
(走査電子顕微鏡)
ている。染色工程の反復は染色堅ろう度や繊維の煩傷劣
化とも大きな関連をもつためその改善が望まれている。
I.車輪将軍および疏球藍色素の性状について
まず沖縄産の車輪梅煎汁液および五倍子タンニン酸水
溶液を用い.島津2波長自記分光光度計UV-3∞偲1で，
紫外部吸収スベクトルの特性波長曲線を求め，極大吸収
波長における色素濃度と吸光度との関係についてみると，
図・1， 2に示すように，車輪悔煎汁液ではいずれの濃
度においても278nm付近に，また五倍子タンニン酸水
溶液では275nm付近にそれぞれ極大吸収波長を示し，
色素濃度と吸光度との間には直線的な比例関係を示すこ
とが認められる。
車輪梅色3憶は五倍子タンニン酸と同様，場化第2鉄に
よりタンニン色素特有の暗緑，暗脅ないし暗黒褐色の塁
色反応、を示し，紫外部吸収スペクトルの特性波長曲線と
極大吸収波長がほぼ一致する傾向が認められる。
(6 ) 
写真 ・8 芭蕉繊維の表面構造
(走査電子顕微鏡)
写真・ 9 芭蕉繊維の断面練造
(走査電子顕微鏡)
また車輪梅のクロロホルム抽出液を用い，各濃度にお
ける紫外部吸収スベクトルの特性波長曲線および極大吸
収波長における吸光度を求めると，図 .3に示すように，
いずれの濃度においても273nm付近に極大吸収波長を
示し，また色素濃度と吸光度との閣には直線的な比例関
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係を示すことが認められる。クロロホルム摘出液中の色
素は非タンニン系の黄褐色の色素で量的にも少ないこと
が明らかになった。
したがって以下の実験では車輪梅のタンニン色素患は
五倍子タンニン酸換算量で表わした。
一方，琉球藍および合成インジゴ色素などの2穣の色
素のロイコ体水溶液(ハイドロサルファイトで化学建でし
た色素液)を用い，目立DigitalSpectrophotometer 
102型で可視部吸収スベクトルの特性波長曲線を求める
と，図・ 4に示すように，琉球藍および合成インジゴ色
素ではいずれも660nm付近に極大吸収波長を示すこと
6-9) 
が認められる。
また琉球藍および合成インジゴ色素を用い，色素濃度
の異なるロイコ体水溶液の極大吸収波長 (Amax : 660 
nm)における吸光度と色素濃度との関係を求めると，
図・ 5に示すように，色素濃度と吸光度との聞には直線
的な比例関係を示すことが認められる。
したがって以下の実験では琉球藍のインジゴ色素量は
6 -9) 合成インジゴ色素換算量で表わした。
つぎに車輪梅色素の熱水抽出時に添加する炭酸カリウ
ム量と煎汁液中のタンニン色素濃度との関係についてみ
ると，図 .6に示すように，炭酸カリウムの濃度を増す
図3
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図・ 7 車輪梅摘出温度とタンニン色紫震との関係
100 
と，車輪侮からのタンニン色素の抽出量は増大するが. 色素の抽出量が増大し(図 ・7)， また抽出時間を増す
3g/f 濃度以上の炭酸カリウム液ではタンニン色素の と色素の抽出量が地大する(図・ 8)。
抽出量がほぼ一定になる。 一方，琉球藍の建浴中のハイドロサルファイト濃度に
また車輪梅色紫の抽出においては抽出温度を高めると ついてみると，ハイドロサルファイト濃度が1.0-3. Og 
(8 ) 
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/R.の範囲で最も高い吸光度を示すことが認められる
(図・ 9)。
したがって本実験では以下.車輪梅色3誌の抽出条件は
炭酸カリウム濃度3g/R. 抽出温度90:!:2.C. 嫡出時
間120分間と，またJJfl球藍の化学建てはハイドロサルファ
イト濃度3g/R.とそれぞれ一定にした。
il.車輪侮色素による芭蕉糸の染色について
について
まず車輪梅煎汁液のpHが芭f.，f¥糸に対するタンニン色
索の染色性におよlます影響についてみると，図 ・10に示
すように，染浴のpIIが4付近で最も高い染者昆を示す
が，染浴のpHがアルカリ佃IJに移行すると，染着量が著
しく低下する傾向が認められる。
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図・ 10 染溶のPHが可1輪侮煎汁液による
芭~"糸の染着Z訟におよぼす効果
20 なお染浴のpHは4以下にすると，沈でん物が生じや
すくなるため以下の実験では染浴のpHを4と一定にし
戸，町、.。
つぎに染色温度が芭蕉糸に対する車輪梅のタンニン色
素の染色性におよぼす影響についてみると，図 ・11に示
すように，染色時間によって多少異なるが， 一般に染色
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図-11 染色温度が車輪梅煎汁液による
芭蕉糸の染沼rfil:rおよぼす影響
温度を高めると，色素の染者量が増大する傾向がある。
本実験では以下.染色温度を95:t20Cと一定にした。
一方.染色時聞が芭蕉糸に対する車輪絡のタンニン色
素の染色性におよぼす影響についてみると，図・ 12に示
すように，染色時間を地すと，色紫の染着量は急激に増
大するが，色素の脱着盛は染色時聞を増すにつれて地加
する傾向がある。
つぎに染浴中の車輪梅タンニン色素の護度が芭蕉糸の
染色性におよぼす影響についてみると，図・ 13に示すよ
うに，染浴中のタンニン色素濃度が地すにつれて急激に
染者量も地大するが，色素濃度を婚すと染着量の増加の
書IJ合いが少なくなり，また染浴中の色素濃度を増すと色
紫の脱溶が多くなり特lこl00g/R. 濃度以上の染浴を用い
ると色素の脱着割合が婚すことが認められる。
つぎにタンニン色素濃度の異なる車輪梅煎汁液を用い，
染色の反復回数が芭蕪糸の染者量におよぼす影響につい
てみると，図 ・14に示すように，一般に染色の反復回数
を婚すと染着量は増加する。特に染浴中の色素濃度を
100g/ R.以上に高めると，染者室の地大が顕著になり，
染色の反復効果が明確に認められる。
また染色の反復回数を3固と一定にし，車輪梅煎汁液
3.5 
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5 120 
のタンニン色素濃度が芭蕉糸の染着量ならびに脱者量に
およぼす影響についてみると，図 ・15に示すように.染
浴中のタンニン色素濃度を増すと染着・量ならびに脱着量
が増大するが，色紫の脱着割合はほとんど差異が認めら
なL、。
つぎに車輪梅の樹皮部ならびに木質部煎汁液のタンニ
ン色素濃度と芭蕉糸への染色性についてみると，表・1.
2に示すように，樹皮部煎汁液では木質部煎汁液に比し，
表-1 車輪悔の樹皮部および木質部に含まれるタンニ
ン色素畳
車輪悔抽出液 車タ輪ン梅ニン/lgE色繊当素維り盈) の
のpH (mg 
樹皮部 8.8 509.4 
木質部 9.4 1 3 1. 1 
<抽出条件>
炭酸カリウム 3 g/R. 
抽出濃度:50g/ R.
抽出温度:90土20C
抽出時間・ 120分間
(10) 
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図-14
各種金属媒染剤による車輪侮で染色した芭蕉糸
の色止め効果
図-13 車輪梅煎汁液中の色素濃度が芭蕉糸の
染着量および脱着量におよぼす影響
媒染剤l 脱着率(%)
酢酸クロム O. 2 
酢 酸 銅 1 1. 3 
塩化カルシウム 21.9 
塩化アルミニウム 6.8 
未 処 理 2 7. 0 
表-3車輪悔の樹皮部および木質部から鏑出したタン
ニン色素による芭蕉糸の染色性
表-2
量 (mg/g繊維)着染
3. 4 部皮樹
試料・車輪梅で染色した芭蕉糸
(染着量2-3mg/g繊維)
<媒染条件>
浴 比・ 1: 50 
媒染温度 70:t20C 
媒染時間ー 30分間
媒染剤濃度 20g/ R-
5. 1 
ただし，タンニン色素量は約800mg/R-と一定
とした。
<染色条件>
浴比 1: 50 
浴のpH : 4 
染色温度:90:t 20C 
染色時間 120分間
部質木
シウムの順に色止め効果が高くなることが認められる。
このように車輪梅色素で染色した芭蕉糸の金属塩によ
る媒染においては付加的に金属原子と色素/繊維間に配
位結合が生じるものと考えられ，特に三価化合物では強
、 ????， 、 、
タンニン色素濃度が著しく高いが， タンニン色素濃度を
問ーにして芭蕉糸を染色すると，木質部煎汁液による染
色では樹皮部煎汁液の場合に比し.高い染者室を示すこ
とが認められる。
一方，車輪梅色素で染色した芭蕉糸を用い，各種金属
塩による色止め効果についてみると，表・ 3に示すよう
に，酢酸クロム>塩化アルミニウム>酢酸銅>塩化カル
??? 被服学
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図-15 車輪締煎汁液による 3回反復染色時の
色素濃度が芭蕉糸の染着量および
脱者震におよほす影響
200 
固な配位結合を生じて色止め効果に大きく寄与するもの
と思われる。特に酢酸クロムによる媒染では 1g/i1の
低濃度ですぐれた色止め効果を示すことが認められる
(図 ・16)。
一方，車輪梅煎汁液で染色した芭蕉糸の各種金属纏に
よる後媒染の色彩効果についてみると，すぐれた色止め
効果を示す酢酸クロム煤染では車輪梅色素特有の茶褐色
系から暗黒茶色系に変化する傾向がある。金属塩による
媒染では通常色の変化が認められるが，車輪梅色紫で染
色した芭蕉糸では酢酸銅媒で，ほとんど色の変化がなく，
銅媒特有の光沢を付与する傾向がある。
酢酸銅による芭蕉糸の媒染においては酢酸銅の濃度を
増すと，急激に銅の吸着量が僧大し. 10g/ R獲度以上
でほぼ一定の値に途し(図・ 17.18). すぐれた色彩効
果を示すが.酢酸銅による媒染では酢酸クロムの場合に
比し，色止め効果が低く(図 ・19).今後さらに検討の
余地が残されている。
IV. l夜球藍色素による芭蕉糸の染色について
琉球Jli(泥iDによる芭蕉糸の染色においては一般に
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酢酸クロム濃度 (g/f) 
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媒染温度 :70:!:2.C 
媒染時間 :30分間
図ー16 :!I!輪梅で染色した芭蕉糸のクロム
媒染による色止め効果
発酵建ての正盤染めが行われ，かげりの多い美しい深み
のある色調が得られるが.miがめ中の菌の生育は環境に
よって大きく支配されるため不安定な還元状態を示す場
合が多い。しかし実際の染色においては発酵時の泡の立
ち方や泡の色合いなと'長年の経験に基づく技術によって
菌の生育が管理され.染色性の低下やむら染めの防止な
どに多くの注意が向けられている。
そこでまず琉球藍を用い，染浴中のインジゴ色素濃度
が芭蕉糸の染着量におよぼす影響についてみると，図 -
20に示すように，染浴中の色素濃度の増加にともなって
芭蕉糸への染着量が増大するが，約9% (対繊維)以上
の濃度では染者量の増加はほとんど認められなし、。
このように琉球叢による芭蕉糸の染色においては一般
に染者量が比較的低いために，実際に濃紺色に染め上げ
る場合iこは多くの反復染色が必要とされている。
琉球藍による芭蕉糸の反復染色においては図 ・21に示
すように，インジゴ色素の染着量は染色回数にほぼ比例
して増加する傾向が認められ，また脱着震はきわめて低
< .染色回数を噂しでもほとんど変化が認められない。
琉球藍による芭蕉糸の染色においては最適染色条件を
適用した効率的な反復染色のほか染色性を大幅に改善す
(12) 
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図-17 媒猿浄'J (酢酸銅)の濃度と車総梅色素で
染色した芭蕉糸への銅の吸着量との関係
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図-18 原子吸光法による銅の検量線
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図ー19 車輪梅で染色した芭蕉糸の
銅媒染による色止め効果
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図・ 21 琉球藍による芭線糸の反復染色
る助言~Jについても今後さらに検討する余地が残されてい
る。
総 括
芭蕉布は糸芭蕉の繊維を用いて丹念に織り上げられた
沖縄の伝統織物の一つで.13-14世紀頃がその起源とさ
れている。芭蕉布は亜熱帯地方に適した涼しい夏物衣料
(無地，縞柄，緋柄およびその組み合わせなど)で，車
輪梅と琉球藍とが染色に用いられてきた。
本研究ではまず沖縄産車輪侮と琉球藍による芭蕉糸の
染色性について検討するとともに深みのある色を与える
芭蕉繊維の微細構造についても合わせ検討した。
1 )芭蕉繊維の微細構造を走査電子顕微鏡下で観察す
ると，表面では繊維馳方向lこ配向した比較的薄い細胞壁
のフィプリル層構造が，また断面では綿，麻とは異なる
多くの空洞をもっ多孔状の中空繊維構造がそれぞれ認め
られる。
2 )沖縄産車輪梅(樹皮および木質部)の熱水ならび
にクロロホルム抽出液の紫外部吸収スベクトルについて
みると.278nm付近(多量のタンニン系色素)と273nm
付近〈少量の非タンニン系の賞褐色の色素)にそれぞれ
極大吸収を示す2種の色素が検出され，また色素濃度と
吸光度との聞にはいずれも直線的な比例関係を示すこと
が認められる。したがって本研究では車輪梅のタンニン
色素量は五倍子タンニン酸換算値で表わした。
3)琉球藍および合成インジゴ色素(酸化型およびロ
イコ体)のクロロホルム溶液の紫外部吸収スペクトルで
はいずれも288nm付近に極大吸収波長を示し，色素濃
度と吸光度との間にはそれぞれ直線的な比例関係を示す
ことが認められる。
4)車輪梅の色紫抽出についてみると，植物基材の性
状によって多少異なるが，芭蕉糸に対する色紫の染色昆，
抽出液による増量効果および資源の節約などを考慮する
と.車輪梅田glR.炭酸カリウム 3g/2.他出温度90
:t 20C.抽出時間 120分間が適条件と思われる。
5)車輪梅の煎汁液による芭蕉糸の染色においては染
浴のpH4付近，染色温度95:t2 "C.染色時間60-120分
間で最も高い染者量を示すことが認められる。
6)車輪梅色素による芭蕉糸の染色においてはクロム
媒染ですぐれた色止め効果を，また銅媒染では変色をと
もなわない深みのある色彩効果をそれぞれ示すことが認
められる。
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皆川他:芭蕉布の染色
Summary 
The Japanese banana cloth， woven elaborately by using Musa liukiuensis fibers， isone of traditional woven cloths 
in Okinawa. It is said that the origin of the cloth dates from thirteenth to fourteenth century. The Japanese banana 
cloth is a cool apprarel fabric for summer (plain， stripe， splashed patterns and their combination)， suitable for quasi・
tropical district. Ryukyu indigo plant and Raphiolepis umbel1ata have been used for dyeing. 
百lisstudy investigates not only the dyeing properties of Musa liukiuensis fibers by the colorant of Raphiolepis 
umbellata grown in Okinawa， but also the micro-structure of Musa liukiuensis fibers which can give a deep color. 
1) An 0 bservation of a micro-structure of Musa liukiuensis fibers under a scanrling electron microscope has shown 
that a fibril layer construction of comparatively thinner cel wall oriented parallel to the direction of fiber axis 
has been found on the fiber surface. Different from that of cotton and flax fibers， the porous hallow structure 
with lumens has been found in the cross.section. 
2)百四 ultraviolet absorption spectrum of Raphiolepis umbellata (bark and woody parts) of Okinawa extracted in 
hot water has shown that two kinds of colorant have been detected which show the maximum absorption wave 
at 278nm (large quantity of tannic colorant) and 273nm (small quantity of non-tannic yellowish and brown 
colorant) respectively. A linear proportional relationship has been found between the concentration of colorants 
and absorbency. 百lerefore，in this study， the amount of tannic colorant in Raphiolepis umbellata has been 
represented with a converted value to chinese gallotanin. 
3) Considering the amount of colorant in Musa liukiuensis， the weighting effect due to an extracted solution and 
saving of natural resources， itmight be considered that the most suitable condition to extract the colorant of 
Raphiolepis umbellata is， depending upon the characteristics of plant substrate， asfollows: 
3 g/l of calcium carbonate， 90士20C in extracting temperature and 120 minutes in extracting time. 
4) In the dyeing of Japanese banana yarn by the colorant extracted from Raphilepis umbellata， the highest dye uptake 
has been found under the condition of pH 4， 9S:t20C in dyeing temperature， 60-120 minutes in duration of dyeing 
1町le.
5) It is re∞grlized that during the dyeing process of Musa liukiuensis yarn by using a colorant extracted from Raphilo・
lepis umbellata， the effect of color fixing and deep color effect may be achieved by chrome mordanting and copper 
mordanting respectively. To dye Musa liukiuensis fabric with colorants of Raphiolepsis umbellata， the use of 
copper mordanting instead of repeated dyeing procedures might be considered to be very effective in resource-
saving of Raphiolepsis umbellata. 
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